
 

 

令和２年度 山梨地方最低賃金審議会 

第１回 山梨県最低賃金専門部会 

 

と  き：令和２年７月 16 日 

ところ：山梨労働局大会議室 

 

次    第 
 

 

１  開  会 

 

２  労働基準部長あいさつ 

 

３  部会長及び部会長代理選出 

 

４  議  事 

（１）  山梨県最低賃金改正の審議日程について 

（２）  最低賃金の状況等について 

（３） 労使からの意見聴取結果について 

（４） 今後の審議の進め方について 

 

５  閉  会 
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企業短期経済観測調査（2020年７月１日、日本銀行甲府支店）

山梨の賃金・労働時間及び雇用の動き（令和２年４月分、速報）（山梨県
県民生活部統計調査課 毎月勤労統計調査地方調査結果）

山梨県の石油製品価格調査結果（資源エネルギー庁「石油製品価格調査
結果」から）

地域経済報告－さくらレポート（2020年７月９日）

労使からの意見聴取結果について

山梨県金融経済概観（2020年６月10日）

令和２年度 山梨県最低賃金第１回専門部会（7/16)

配 布 資 料 目 次

山梨県最低賃金推移一覧表（平成元年～令和元年）

令和元年度地域別最低賃金改定状況

地域別最低賃金と目安額との関係の推移（平成21～令和元年度）

地域別最低賃金の発効状況の推移（平成21～令和元年度）

地域別最低賃金の異議申出状況の推移（平成21～令和元年度）



日額 時間額 目安
目安と
の比較

時間額 日額 時間額

平/元 3,843 481 150 ±０ 19 4.06 4.11 １／８ ○

２ 4,028 504 185 ±０ 23 4.81 4.78 １／８ ○

３ 4,224 528 196 ±０ 24 4.87 4.76 １／８ ○

４ 4,401 551 177 ＋１ 23 4.19 4.36 １／８ ○

５ 4,537 568 136 ＋１ 17 3.09 3.09 １／８ ○

６ 4,646 582 109 ＋１ 14 2.40 2.46 1/8＋1 ○

７ 4,752 595 106 ±０ 13 2.28 2.23 1/8＋1 ○

８ 4,851 608 99 ±０ 13 2.08 2.18 1/8＋1 ○

９ 4,957 622 106 ±０ 14 2.19 2.30 1/8＋2 ●

10 5,046 632 89 ±０ 10 1.80 1.61 1/8＋1 ○

11 5,091 638 45 ±０ 6 0.89 0.95 1/8＋1 ○

12 5,131 643 40 ±０ 5 0.79 0.78 1/8＋1 ○

13 5,166 647 35 ±０ 4 0.68 0.62 1/8＋1 ●

14 647 － － ±0 0.00 ○

15 647 0 ±０ ±0 0.00 ○

16 648 － － 1 0.15 ○

17 651 3 ±０ 3 0.46 ○

18 655 3 ＋１ 4 0.61 ○

19 665 9～10 ±０ 10 1.53

20 676 10 ＋１ 11 1.65 ●

21 677 － － 1 0.15 ●

22 689 10 ＋２ 12 1.77 ●

23 690 1 ±０ 1 0.15

24 695 4 ＋１ 5 0.72 〇

25 706 10 ＋１ 11 1.58 ○

26 721 14 ＋１ 15 2.12 ○

27 737 16 ±０ 16 2.22 ○

28 759 22 ±０ 22 2.99 ○

29 784 25 ±０ 25 3.29

30 810 26 ±０ 26 3.32 ○

令/元 837 27 ±０ 27 3.33 ●

※ 採決状況　○全会一致　●使側反対  ◐使側一部反対　◐◭労使とも一部反対
平成14年、16年及び21年については目安額は示されなかった。
また、平成15年の目安額は０円であった。

山梨県最低賃金推移一覧表（平成元年～令和元年）

年
最低賃金額 引　上　額 引　上　率

日額の1/8と
時間額の関係

採決
状況
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A 東  京 985 1,013 28 28 2019年 10月1日

A 神奈川 983 1,011 28 28 2019年 10月1日

A 大　阪 936 964 28 28 2019年 10月1日

A 愛　知 898 926 28 28 2019年 10月1日

A 埼　玉 898 926 28 28 2019年 10月1日

A 千　葉 895 923 28 28 2019年 10月1日

B 京　都 882 909 27 27 2019年 10月1日

B 兵　庫 871 899 28 27 2019年 10月1日

B 静　岡 858 885 27 27 2019年 10月4日

B 滋　賀 839 866 27 27 2019年 10月3日

B 茨　城 822 849 27 27 2019年 10月1日

B 栃　木 826 853 27 27 2019年 10月1日

B 広　島 844 871 27 27 2019年 10月1日

B 長  野 821 848 27 27 2019年 10月4日

B 富　山 821 848 27 27 2019年 10月1日

B 三　重 846 873 27 27 2019年 10月1日

B 山　梨 810 837 27 27 2019年 10月1日

C 群　馬 809 835 26 26 2019年 10月6日

C 岡　山 807 833 26 26 2019年 10月2日

C 石　川 806 832 26 26 2019年 10月2日

C 香　川 792 818 26 26 2019年 10月1日

C 奈　良 811 837 26 26 2019年 10月5日

C 宮　城 798 824 26 26 2019年 10月1日

C 福　岡 814 841 27 26 2019年 10月1日

C 山　口 802 829 27 26 2019年 10月5日

C 岐　阜 825 851 26 26 2019年 10月1日

C 福　井 803 829 26 26 2019年 10月4日

C 和歌山 803 830 27 26 2019年 10月1日

C 北海道 835 861 26 26 2019年 10月3日

C 新　潟 803 830 27 26 2019年 10月6日

C 徳　島 766 793 27 26 2019年 10月1日

D 福　島 772 798 26 26 2019年 10月1日

D 大　分 762 790 28 26 2019年 10月1日

D 山　形 763 790 27 26 2019年 10月1日

D 愛　媛 764 790 26 26 2019年 10月1日

D 島　根 764 790 26 26 2019年 10月1日

D 鳥　取 762 790 28 26 2019年 10月5日

D 熊　本 762 790 28 26 2019年 10月1日

D 長　崎 762 790 28 26 2019年 10月3日

D 高　知 762 790 28 26 2019年 10月5日

D 岩　手 762 790 28 26 2019年 10月4日

D 鹿児島 761 790 29 26 2019年 10月3日

D 佐　賀 762 790 28 26 2019年 10月4日

D 青　森 762 790 28 26 2019年 10月4日

D 秋　田 762 790 28 26 2019年 10月3日

D 宮　崎 762 790 28 26 2019年 10月4日

D 沖　縄 762 790 28 26 2019年 10月3日

令和元年度　地域別最低賃金　改定状況

ラン
ク

都道府県名
前年度決定金額

(円) 改定金額
引上げ額

(円)
目安額 発効年月日
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（単位：円）
年度

都道府県名   ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ Ｒ１ 都道府県名

　 東　京 東　京

Ａ 神奈川 ＋１ －１ 神奈川

ラ 大　阪 ＋１ ＋１ 大　阪

ン 愛　知 ＋１ ＋３ ＋１ ＋３ ＋３ ＋１ ＋１ 愛　知

ク 埼　玉 ＋１～２ ＋１ ＋２ ＋２ ＋１ 埼　玉

千　葉 ＋６ ＋２ ＋２ ＋２ 千　葉

京　都 ＋１ ＋２ ＋１ 京　都

兵　庫 ＋１ ＋２ ＋１ ＋１ ＋１ 兵　庫

Ｂ 静　岡 ＋２ ＋２ ＋２ ＋３ ＋２ ＋１ 静　岡

滋　賀 ＋２ ＋３ ＋２ ＋３ ＋２ ＋１ 滋　賀

ラ 茨　城 ＋２ ＋２ ＋１ ＋３ ＋２ ＋１ 茨　城

栃　木 ＋２ ＋２ ＋２ ＋１ ＋１ 栃　木

ン 広　島 ＋１ ＋２ ＋２ ＋１ 広　島

長　野 ＋１ ＋２ ＋２ ＋１ 長　野

ク 富　山 ＋２ ＋２ ＋４ ＋１ 富　山

三　重 ＋１ ＋２ ＋２ ＋３ ＋１ ＋１ 三　重

　 山　梨 ＋１ ＋２ ＋１ ＋１ ＋１ 山　梨

群　馬 ＋１ ＋２ ＋１ ＋２ ＋１ ＋１ 群　馬

岡　山 ＋１ ＋３ ＋１ ＋２ ＋２ ＋２ ＋１ 岡　山

Ｃ 石　川 ＋１ ＋２ ＋２ ＋１ ＋１ 石　川

香　川 ＋１ ＋２ ＋２ ＋３ ＋２ ＋２ ＋１ ＋１ ＋１ 香　川

　 奈　良 ＋１ ＋２ ＋１ ＋２ ＋１ 奈　良

ラ 宮　城 －１ ＋２ ＊ ＋１ ＋１ 宮　城

福　岡 ＋５ ＋２ ＋２ ＋２ ＋１ ＋１ ＋１ 福　岡

　 山　口 ＋１ ＋２ ＋２ ＋２ ＋１ ＋１ 山　口

ン 岐　阜 ＋２ ＋１ 岐　阜

　 福　井 ＋１ ＋２ ＋２ ＋１ ＋１ 福　井

和歌山 ＋１ ＋１ ＋１ ＋１ ＋１ 和歌山

ク 北海道 ＋１～２ 北海道

　 新　潟 ＋２ ＋１ ＋２ ＋２ ＋１ ＋１ 新　潟

　 徳　島 ＋１ ＋２ ＋１ ＋３ ＋２ ＋１ ＋１ 徳　島

福　島 ＋３ ＋３ ＊ ＋２ ＋１ ＋１ ＋１ 福　島

大　分 ＋１ ＋２ ＋３ ＋２ ＋１ ＋１ ＋２ ＋２ 大　分

山　形 ＋２ ＋４ ＋１ ＋３ ＋１ ＋２ ＋１ ＋１ 山　形

Ｄ 愛　媛 ＋１ ＋２ ＋２ ＋３ ＋２ ＋１ ＋２ 愛　媛

島　根 ＋１ ＋２ ＋３ ＋２ ＋２ ＋２ ＋１ ＋１ ＋１ 島　根

鳥　取 ＋１ ＋２ ＋３ ＋３ ＋１ ＋１ ＋１ ＋１ ＋２ 鳥　取

ラ 熊　本 ＋２ ＋３ ＋３ ＋２ ＋１ ＋１ ＋２ ＋２ 熊　本

　 長　崎 ＋１ ＋３ ＋３ ＋３ ＋１ ＋１ ＋２ ＋２ 長　崎

高　知 ＋１ ＋１ ＋２ ＋３ ＋２ ＋１ ＋２ ＋２ 高　知

ン 岩　手 ＋３ ＋３ ＊ ＋４ ＋２ ＋１ ＋１ ＋２ 岩　手

　 鹿児島 ＋３ ＋２ ＋４ ＋３ ＋１ ＋１ ＋３ 鹿児島

佐　賀 ＋１ ＋３ ＋３ ＋３ ＋１ ＋１ ＋２ ＋２ 佐　賀

ク 青　森 ＋２ ＋１ ＋２ ＋１ ＋１ ＋１ ＋２ 青　森

秋　田 ＋３ ＋１ ＋３ ＋１ ＋１ ＋１ ＋２ 秋　田

宮　崎 ＋２ ＋３ ＋３ ＋３ ＋１ ＋１ ＋２ ＋２ 宮　崎

　 沖　縄 ＋２ ＋３ ＋２ ＋４ ＋１ ＋１ ＋２ ＋２ 沖　縄

　目安と改定額との差額を記載していない。
＊平成23年度の岩手、宮城及び福島の３県については、同年度の目安が、「各県ごとの被害状況等に十分に配慮」等した審議を求めた経緯を踏まえ、

 地域別最低賃金額と目安額との関係の推移（平成21～令和元年度）
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年度

都道府県名 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 都道府県

東　京 10.1 10.24 10.1 10.1 10.19 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 東　京

Ａ 神奈川 10.25 10.21 10.1 10.1 10.20 10.1 10.18 10.1 10.1 10.1 10.1 神奈川

ラ 大　阪 9.30 10.15 9.30 9.30 10.18 10.5 10.1 10.1 9.30 10.1 10.1 大　阪

ン 愛　知 10.11 10.24 10.7 10.1 10.26 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 愛　知

ク 埼　玉 10.17 10.16 10.1 10.1 10.20 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 埼　玉

千　葉 10.3 10.24 10.1 10.1 10.18 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 千　葉

京　都 10.17 10.17 10.16 10.14 10.24 10.22 10.7 10.2 10.1 10.1 10.1 京　都

兵　庫 10.8 10.17 10.1 10.1 10.19 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 兵　庫

Ｂ 静　岡 10.26 10.14 10.14 10.12 10.12 10.5 10.3 10.5 10.4 10.3 10.4 静　岡

滋　賀 10.1 10.21 10.20 10.6 10.25 10.9 10.8 10.6 10.5 10.1 10.3 滋　賀

ラ 茨　城 10.8 10.16 10.8 10.6 10.19 10.4 10.4 10.1 10.1 10.1 10.1 茨　城

栃　木 10.1 10.7 10.1 10.1 10.19 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 栃　木

ン 広　島 10.8 10.30 10.1 10.1 10.24 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 広　島

長　野 10.1 10.29 10.1 10.1 10.20 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 10.4 長　野

ク 富　山 10.18 10.27 10.1 11.4 10.6 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 富　山

三　重 10.1 10.22 10.1 9.30 10.19 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 三　重

山　梨 10.1 10.17 10.20 10.1 10.18 10.1 10.1 10.1 10.14 10.3 10.1 山　梨

群　馬 10.4 10.9 10.7 10.10 10.13 10.5 10.8 10.6 10.7 10.6 10.6 群　馬

岡　山 10.8 11.5 10.27 10.24 10.30 10.5 10.2 10.1 10.1 10.3 10.2 岡　山

Ｃ 石　川 10.10 10.30 10.20 10.6 10.19 10.5 10.1 10.1 10.1 10.1 10.2 石　川

香　川 10.1 10.16 10.5 10.5 10.24 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 香　川

奈　良 10.17 10.24 10.7 10.6 10.20 10.3 10.7 10.6 10.1 10.4 10.5 奈　良

ラ 宮　城 10.24 10.24 10.29 10.19 10.31 10.16 10.3 10.5 10.1 10.1 10.1 宮　城

福　岡 10.16 10.22 10.15 10.13 10.18 10.5 10.4 10.1 10.1 10.1 10.1 福　岡

山　口 10.4 10.29 10.6 10.1 10.10 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 10.5 山　口

ン 岐　阜 10.19 10.17 10.1 10.1 10.19 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 10.1 岐　阜

福　井 10.1 10.21 10.1 10.6 10.13 10.4 10.1 10.1 10.1 10.1 10.4 福　井

和歌山 10.31 10.29 10.13 10.1 10.19 10.17 10.2 10.1 10.1 10.1 10.1 和歌山

ク 北海道 10.10 10.15 10.6 10.18 10.18 10.8 10.8 10.1 10.1 10.1 10.3 北海道

新　潟 10.26 10.21 10.7 10.5 10.26 10.4 10.3 10.1 10.1 10.1 10.6 新　潟

徳　島 10.1 10.16 10.15 10.19 10.30 10.1 10.4 10.1 10.5 10.1 10.1 徳　島

福　島 10.18 10.24 11.2 10.1 10.6 10.4 10.3 10.1 10.1 10.1 10.1 福　島

大　分 10.1 10.24 10.20 10.4 10.20 10.4 10.17 10.1 10.1 10.1 10.1 大　分

山　形 10.18 10.29 10.29 10.24 10.24 10.17 10.16 10.7 10.6 10.1 10.1 山　形

Ｄ 愛　媛 10.1 10.27 10.20 10.24 10.31 10.12 10.3 10.1 10.1 10.1 10.1 愛　媛

島　根 10.4 10.24 11.6 10.14 11.6 10.5 10.4 10.1 10.1 10.1 10.1 島　根

鳥　取 10.8 10.31 10.29 10.20 10.25 10.8 10.4 10.12 10.6 10.5 10.5 鳥　取

ラ 熊　本 10.18 11.5 10.20 10.1 10.30 10.1 10.17 10.1 10.1 10.1 10.1 熊　本

長　崎 10.10 11.4 10.12 10.24 10.20 10.1 10.7 10.6 10.6 10.6 10.3 長　崎

高　知 10.1 10.27 10.26 10.26 10.26 10.26 10.18 10.16 10.13 10.5 10.5 高　知

ン 岩　手 10.4 10.30 11.11 10.20 10.27 10.4 10.16 10.5 10.1 10.1 10.4 岩　手

鹿児島 10.14 10.28 10.29 10.13 10.27 10.19 10.8 10.1 10.1 10.1 10.3 鹿児島

佐　賀 10.1 10.29 10.6 10.21 10.26 10.4 10.4 10.2 10.6 10.4 10.4 佐　賀

ク 青　森 10.1 10.29 10.16 10.12 10.24 10.24 10.18 10.20 10.6 10.4 10.4 青　森

秋　田 10.1 11.3 10.30 10.13 10.26 10.5 10.7 10.6 10.1 10.1 10.3 秋　田

宮　崎 10.14 11.4 11.2 10.26 11.2 10.16 10.16 10.1 10.6 10.5 10.4 宮　崎

沖　縄 10.18 11.5 11.6 10.25 10.26 10.24 10.9 10.1 10.1 10.3 10.3 沖　縄

地域別最低賃金の発効状況の推移（平成21～令和元年度）
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年度

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 都道府県
東 京 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 東 京

神奈川 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 神奈川

大 阪 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 大 阪

愛 知 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 愛 知

埼 玉 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 埼 玉

千 葉 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 千 葉

京 都 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 京 都

兵 庫 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 兵 庫

静 岡 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 静 岡

滋 賀 ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 滋 賀

茨 城 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 茨 城

栃 木 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 栃 木

広 島 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 広 島

長 野 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 長 野

富 山 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 富 山

三 重 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 三 重

山 梨 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 山 梨

群 馬 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 群 馬

岡 山 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 岡 山

石 川 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ 石 川

香 川 ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 香 川

奈 良 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 奈 良

宮 城 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 宮 城

福 岡 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 福 岡

山 口 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 山 口

岐 阜 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 岐 阜

福 井 ○ 福 井

和歌山 ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 和歌山

北 海 道 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 北 海 道

新　潟 ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ○ 新　潟

徳 島 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 徳 島

福 島 ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 福 島

大 分 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 大 分

山 形 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 山 形

愛 媛 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 愛 媛

島 根 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 島 根

鳥 取 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 鳥 取

熊 本 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ○ 熊 本

長 崎 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 長 崎

高 知 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 高 知

岩 手 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 岩 手

鹿児島 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◯ ◯ ◯ ○ 鹿児島

佐 賀 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 佐 賀

青 森 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 青 森

秋 田 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 秋 田

宮 崎 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 宮 崎

沖 縄 ◯ ◯ ◯ ◯ ○ 沖 縄
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労使からの意見聴取
結果について

山梨労働局労働基準部賃金室

【 事 例 １ 】

〇会 社 名：Ａ社（匿名希望）

〇事業の概要：食料品製造業(仕出し弁当の製造販売)

〇労 働 者 数：全社386名（男73名、女313名）

正社員48名（男31名、女17名）

パート307名（男41名、女266名）

外国人28名、障がい者3名

※職種は、事務、営業、製造、配送

※県内に３拠点、東京・
神奈川にそれぞれ１拠点
あり。
神奈川では、学校給食

も行う。
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事例１－１

使用者側からの意見聴取

対象者：総務課長

所定労働時間・休日、賃金額

〇所定労働時間

正社員：１日８時間00分、週40時間00分

パート：１日５時間15分、週26時間15分 等

所定休日：土・日・祝日（事務系）、製造現場は

ローテーション

〇賃金額

正社員の最も低い賃金額：月給182,000円

（職種：営業事務）

パート社員の最も低い賃金額：時給860円

（職種：調理補助・盛付等）※東京・神奈川の事業所は
時給1,020円が最低

※山梨の最高は
時給1,000円
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近年の労働者数の推移・最近の景況感等

〇労働者数の推移等

全社で400名弱で概ね推移しており、大きな増減はな
い。平均年齢は48歳ぐらい。

〇最近の景況感

新型コロナウイルス感染症の拡大により、大口顧客企
業（観光関係）の一斉休業、在宅勤務への移行等により
産業給食の大幅受注減、休校による学校給食の中止によ
り、業績に大きな影響受ける。

一部回復が見られるが、先行きは不透明。固定費の削減、
業務効率化、助成金（雇用調整助成金・学校等休業助成
金）の活用に取り組む。

賃金をどのように決定しているか

〇賃金テーブルは作成していない。職種ごとに
ベースとなる金額を定め、経験年数等に応じて、
金額を加算して決める。

〇新卒、中途採用及び非正規社員の初任給は、県
内の職種別の賃金データや同業他社の求人チラシ
やハローワークの求人内容を参考に決定。募集し
ても応募がなければ、賃金額を再考する。

※最賃額ぎりぎりでは応募がない。
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賃金の改定はどのように行うか

〇正社員については、全体的な昇給は行っていな
い。個人ごとに、役職に就いた際に対応する。

若年層の場合は、基本給のアップに加え、手当
を付ける。高年齢層の場合は手当をアップさせる。

〇パート社員については、毎年、最低賃金が引き
上げられると、その額に応じて、時給額を全体的
に底上げしている。

最低賃金に係る認識

〇最低賃金が定められていること、毎年改定され
ていることは知っている。

〇パート社員の時給額を見直す必要があるため、
山梨県最低賃金額を普段から意識しており、改定
額にも注目している。

〇山梨県最低賃金額１時間８３７円は妥当な金額

〇近年の最低賃金の引上げ状況には理解

〇「早期に1000円」の政府方針も理解している
が、一気に上げるのは経営的に厳しいので、段階
的な引上げを。
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最低賃金が定められていることに
よる企業経営への影響は

〇パート社員の割合が約９割のため、毎年、
最低賃金が引き上げられると、約９割の労働
者の時給額を見直す必要があり、人件費増加
の負担が大きい。毎年、この負担増を吸収す
るため、価格の改定や人件費以外のコスト削
減等の自助努力を行っている。

最低賃金に関する行政及び
審議会への意見・要望

〇現状のコロナ禍において、雇用の維持が最優先
課題であると考えており、固定費の削減や助成金
制度の活用等に取り組んでいる。このような厳し
い状況下にあることを理解いただいた上での審議
をお願いしたい。
〇今年は特殊な状況であり、最低賃金は引き上げ
るべきではない。
〇今後、最低賃金を引き上げる際には、企業が引
上げに対応するための支援策（社会保険料の軽減、
法人税の軽減等）を検討いただきたい。
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事例１－２

労働者からの意見聴取

対象者：事務リーダー

（36協定の労働者代表）

勤続２４年の月給者（約22万円）
営業事務担当で、受注や配達手配を行っている。
６～７年前にパートから正社員になった。

最低賃金に係る認識

〇最低賃金制度（罰則付きの法律による定め・毎
年改定・具体的な金額）については、新聞が好き
でよく読んでいるので、承知している（自身が賃
金関係の業務を行っているわけではない。）。

〇山梨県最低賃金８３７円は、適正な金額である
と感じる。もちろん、高いに越したことはないが、
高すぎると企業経営を圧迫するおそれがある。

〇法律で定められていることは必要。そうしない
と、会社の好きな金額に賃金を設定されてしまう
おそれがある。
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近年の賃金の改定状況及び今後の
賃金改定に係る会社への要望

〇昇給は、過去６年間で１回のみで、リーダーに
なった際に手当てが付いたもの。

〇定期的な昇給を望んでいる。

（月給者は）最低賃金が引き上げられても、それ
に連動して自身の給料が上がるわけではない。最
低賃金が引き上げられたら、その分、給料が上が
るとよい。

最低賃金に関する行政等への意見・要望

〇最低賃金は必要であるが、地域によって金額が
大きく異なることには疑問。同じ仕事をしていて
も金額が違うのはおかしいと感じる。地域ごとに
それほど必要な生活費は変わらないのではないか。

〇一人で最低レベルの生活ができるだけの金額を
最低賃金で保障してほしい。

〇今年の最低賃金については、気持ちとしては、
昨年と同じぐらい上がってほしいが、新型コロナ
ウイルス感染症の影響を考えると、現実的には、
今年は最低賃金を上げるのは厳しいのでは。
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【 事 例 ２ 】
〇会 社 名：Ｂ法人（匿名希望）

〇事業の概要：社会福祉施設（特別介護老人ホーム・

デイサービス・居宅介護支援・グループ

ホーム）

〇労 働 者 数：全社６３名（男１６名、女４７名）

正社員４０名（男１４名、女２６名）

パート２３名（男２名、女２１名）

外国人0名、障がい者0名

派遣労働者８名

事例２－１

使用者側からの意見聴取

対象者：施設長
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所定労働時間・休日、賃金額

〇所定労働時間

正社員：１日８時間00分、週４０時間00分

パート：１日４時間～８時間

所定休日：週休２日（ローテーションによる）

〇賃金額

正社員の最も低い賃金額：月給158,000円

（職種：介護職）

パート社員の最も低い賃金額：時給840円

（職種：調理・介護補助）

近年の労働者数の推移

〇募集しても応募者が少なく、また、専門学校の
入学者も減っており、学卒者の採用も厳しく、人
手不足に拍車がかかっている。

〇スタッフの高齢化も進んでいる。

〇外国人労働者の採用も検討しているが、採用に
はそれなりの経費がかかるし、言葉の問題もある。
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最近の景況感等

〇マスク、消毒液、グローブ等の衛生用品の物品費がか
なり経費増となっている（特にグローブは入手困難）。

〇新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、新規の
ショートステイの受入れを停止している。

〇デイサービスの利用者の中には、感染を恐れて、自主
的に利用をやめている方もいる。

〇新しい入所の申込みがあった場合、生活歴等の調査に
十分に時間をかけざるを得ない。

〇経営的に打撃を受けているが、その全体像は、１年が
経ってみないとわからない。

賃金をどのように決定しているか

〇20年ぐらい前の「社協モデル」と言われる賃金
テーブル（当時の公務員の俸給表に似たもの）を
現在も使用している。そのため、１号棒の金額の
幅が数千円と大きい（最近のものは、細分化され
ており、金額の幅は数百円）。

〇１年勤務継続すると、１号棒昇給する。

〇新卒や中途採用者については、資格と経験を考
慮した上で、賃金テーブルに当てはめている。

〇経験年数については、一定の指数（0.7など）を
乗じた上で、評価する。
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賃金の改定はどのように行うか

〇正規社員の給与改定は、定期昇給以外には、介護福
祉士の資格を取得した際に、考慮する程度。

〇「自己評価」を給与に反映させることを導入し始め
たところ。

〇非正規職員については、毎年、最低賃金が上がると、
時給を引き上げているが、全員一律の引上げにはなっ
ていない。時給が下層の職員の方が上げ幅が大きく、
上層と下層の時給額の幅が縮まることとなる。

〇本当は、全員一律の底上げを行いたいが、経営的に
厳しく、できていない。

最低賃金に係る認識 １

〇最低賃金が定められていること、毎年改定され
ることは承知しており、非正規職員の時給の見直
しに連動することから、普段から最低賃金額は意
識している。

〇山梨県の最低賃金は850円ぐらいが妥当では。
（現在の最低賃金は837円のため、企業内最低賃
金は840円としている。）

〇５年ぐらい前は、毎年、大幅な引上げなど無理
だと思っていたが、実際に毎年20数円も上がって
みると、これぐらいが妥当かとも思う。
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最低賃金に係る認識 ２

〇最低賃金が４年連続で20数円上がってきている
ことについては、肯定的にとらえている。

〇東京や神奈川では、時給1000円を超えたよう
だが、隣接県である山梨県としては、160円以上
の差をどう解消したらよいのか？

県境近くでは、東京・神奈川や静岡に、県内の
労働者が流れてしまう。

最低賃金に関する行政及び
審議会への意見・要望

〇行政や審議会には頑張っていただいている。

〇本年度は、新型コロナウイルス感染症によるマ
イナスの影響の全体像が見えていない。感染第２
波の懸念もある。

〇今後、持ちこたえられるかわからない。

〇定期賃金には、影響していないが、今年の冬の
ボーナスには影響するものと思われる。

〇本年度の最低賃金については、引上げを見送る
べきである。
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事例２－２

労働者からの意見聴取

対象者：事務リーダー

（前年度の36協定の労働者代表）

勤続18年の介護職副主任（月給30万円弱）
介護全般、ショートステイの受入れ、家族や
ケアマネとともにケアプランの見直しを行う。
昨年度の36協定の労働者代表

最低賃金に係る認識 1

〇最低賃金が定められていることは知っている。

〇罰則付きの法律で定められていることや、毎年
見直されていることは知らなかった。

〇現在の山梨県の最低賃金額は知っている。

（テレビで東京の最低賃金について報じていたた
め、気になって、山梨県の最低賃金をインター
ネットで調べたことがあった。）
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最低賃金に係る認識 ２

〇職種や能力にもよるであろうが、１時間837円では、
１日８時間、月20日働いても13万円ちょっとにしか
ならず、そこから税金等が引かれると生活できないの
では。高校生のアルバイトならよいかもしれないが、
社会人には厳しい。

〇政治家はたくさんお金をもらっている。真面目に働
いている労働者の賃金をもっと引き上げるべき。そう
すれば、仕事のモチベーションも高まる。

〇ただ、労働者自身も自らの能力を高める努力をすべ
きであり、何も努力していない労働者の賃金も一律に
引上げるのはどうかと思う。

〇法律で定められていることは、ブラック企業も規制
できるのでよい。

近年の賃金の改定状況及び今後の
賃金改定に係る会社への要望

〇賃金テーブルが定められており、それに基づき、毎
年１号棒昇給している。将来の自分の給料の額を予想
することができ、生活設計ができるのでよい。

〇職場では、新型コロナウイルス感染症の影響が出て
いる。院内感染、クラスターの発生を警戒して、
ショートステイなど外部からの受入れを停止しており、
空きベッドが16床ある。派遣労働者も削減した。

〇冬のボーナスには影響があると思うし、今後、昇給
がどうなるかもわからない（賃金の引上げを求めるの
は厳しい状況）。
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最低賃金に関する行政等への意見・要望

〇もう少し、一般庶民の立場になって考えてもら
いたい。

〇本年度の最低賃金の見直しについては、働く側
としては、もちろん引上げてほしいが、経営者の
立場に立って考えてみると、経営が苦しく、雇用
の維持を最優先に考えると思うので、正直言って、
引上げるべきなのかどうか、自分はわからない。
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１　会社概要

（１）事業の概要

（２）労働者数

全社　　　名（男　　　名・女　　　名）

（３）賃金額

(４）労働時間・休日

２　最近の景況感（新型コロナウイルスの影響含む）及び今後の見込み

３　近年の労働者数の推移（全体数の変化、年齢構成の変化、正規・非正規の比率の変化等）

４　新卒、中途採用及び非正規社員等の初任給を決定する際に参考とする事項

裏面へ→

正社員の最も低い賃金額　　　　　　月給　・　日給　・　時給　　　　　　　　円

職種（　　　　　　　　　　　　）

パート社員の最も低い賃金額　　　　月給　・　日給　・　時給　　　　　　　　円

職種（　　　　　　　　　　　　）

最低賃金に関するアンケート（使用者用）

山梨労働局

内　正社員　　　名（男　　　　名・女　　　　名）
　
　　パート　　　名（男　　　　名・女　　　　名）
　
　　外国人　　　名、障がい者　　　　名

所定労働時間

正社員：１日　　　時間　　　分、　週　　　時間　　　分

パート：１日　　　時間　　　分、　週　　　時間　　　分

所定休日
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８　最低賃金に関する行政及び審議会への意見・要望等

９　回答内容の公開の可否（※いずれの場合も回答者の氏名は非公開）

７　最低賃金額が法律で定められていることによる企業経営への影響の有無　（　有　・　無　）
　　有りの場合、その具体的な内容（非正規社員を雇いにくい、コストアップにつながる等）

５　正規社員及び非正規社員の給与を改定する際に参考とする事項等

６　山梨県最低賃金について
（１）最低賃金が定められていることを知っていますか？
　　　ａ　知っている　　　ｂ　知らない

（２）最低賃金は毎年改定されていることを知っていますか？
　　　ａ　知っている　　　ｂ　知らない

（３）山梨県最低賃金額を普段意識していますか？
　　　ａ　意識している　　ｂ　意識していない

         その理由は何ですか?
        （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（４）現在の山梨県最低賃金額（１時間837円）に対する感想・意見

（５）近年の最低賃金の状況（４年連続で20数円の引上げ）に対する感想・意見

  ａ　社名も含めて公開可

  ｂ　社名を匿名にすれば公開可

  ｃ　公開不可

（回答者の職氏名）
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１　最低賃金が定められていることを知っていますか？

ａ　知っている

ｂ　知らない　　　→（以下５の質問へ）

２　最低賃金は罰則付きの法律（最低賃金法）で定められていることを知っていますか？

ａ　知っている

ｂ　知らない

３　山梨県における最低賃金がいくらか、具体的な金額を知っていますか？

ａ　知っている

ｂ　知らない

４　最低賃金は毎年見直しが行われていることを知っていますか？

ａ　知っている

ｂ　知らない

ａ　安い

ｂ　高い

ｃ　適正である

６　最低賃金が法律で定められていることについて、どのように思いますか？

８　最低賃金に関する行政等への意見・要望

５　山梨県最低賃金は、現在、１時間８３７円ですが、この金額についてどのように感じ
　ますか？

    （例  賃金が安くなりすぎないのでよい、賃金は採用時に労使で自由に決めればよいの
        で不要である　等）

７　近年の給料の改定状況及び今後の給料改定に関する要望

最低賃金に関するアンケート（労働者用）

山梨労働局
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